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T S U B A M E - C I T Y  G I K A I  N O T E

ツギノ・ギカイハ・３ガツ・デス

吉田勝利  議員（輝翔会）

指定管理者の指定（燕市温泉保養センターほか４施設）
特別委員会からの報告

の審査結果請願
12月定例会に提出された請願１件
について審査しました。

新潟水俣病全被害者の救済と問題解
決に関する意見書採択について
請願者
新潟市中央区沼垂東6-4-12　沼垂診療所内
山﨑昭正

採択
全会一致

新商品新技術開発支援事業の成果は

新商品開発の成果発表が行われた
「中小企業支援制度説明会」(平成28年3月 市役所にて)

問
こ
の
事
業
は
市
内

の
中
小
企
業
者
が

行
う
新
商
品
新
技
術
の
開

発
に
対
し
、
補
助
対
象
経

費
の
３
分
の
２
以
内
で
、

限
度
額
３
０
０
万
円
の
補

助
金
を
支
給
す
る
も
の
だ

が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と

そ
の
成
果
、
及
び
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。答

こ
の
支
援
事
業
は
、

燕
市
内
中
小
企
業

の
新
商
品
・
新
技
術
開
発

の
促
進
を
後
押
し
す
る
も

の
で
あ
り
、
商
品
の
高
付

加
価
値
化
な
ど
を
目
指

し
、
新
た
な
販
路
拡
大
に

も
つ
な
が
る
地
域
産
業
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

申
請
件
数
と
採
択
数
は

25
年
度
12
件
で
８
件
、
26

年
度
９
件
で
６
件
、
27
年
度
17
件
で
７

件
、
28
年
度
15
件
で
７
件
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
４
年
間
で
申
請
件
数
53
件
の

う
ち
28
件
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
28
年

度
に
採
択
し
た
７
件
の
う
ち
５
件
が
上

限
の
３
０
０
万
円
、
ほ
か
は
１
４
０
万
円

と
２
７
８
万
円
で
計
１
９
１
８
万
円
の
補

助
金
支
給
を
し
て
い
る
。
事
業
完
了
後

の
１
年
間
の
出
荷
額
が
９
１
４
４
万
円

あ
り
、
こ
の
制
度
の
効
果
は
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

　

市
内
中
小
企
業
者
数
は
現
在
７
０
４

社
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
企
業
に
こ
の
制
度

の
認
識
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
調
査

を
し
て
、
そ
の
成
果
を
市
民
の
皆
様
に

も
お
知
ら
せ
し
、
ご
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
市
と
し
て
努
力
す
る
。

問 指定管理者に、どのくらいの利益を見込んで
いるのか。
答 収入見込みから支出見込みを差し引いた不足
額2,400万円を指定管理料として算定しており、
利益は見込んでいない。
問 収支見込みの予想が変わった場合、指定管理
者との協議はいつごろ行うのか。
答 毎月定期的に行い、状況把握に努めていきたい。

問 職員賃金の決定権はどこになるのか。
答 指定管理者のＮＰＯ法人ふれあいパーク久賀
美に委ねている。
問 民営化をできるところは、民営化にすべきで
はないか。
答 指定管理者選定等委員会の中にも、経営の精
通者がいるので議論を進めていきたい。

）




